
 

 

第５次天白区地域福祉活動計画  

てんてんプラン2024 
「住みつづけたいまち天白」をめざして 

 令和６年度～令和１０年度  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
「地域福祉活動計画とは？」 
区民をはじめ、ボランティア、行政・支援機関 

など区内で社会福祉に関係する活動に携わ 

っている人みんなで力をあわせて、天白区の 

「地域福祉」を推進するための具体的な活動 

及び行動の計画だよ！ 

 

人と人との『つながり』で育てるセーフティネット 

 
 第５次天白区地域福祉活動計画策定作業委員会 

 社会福祉法人 名古屋市天白区社会福祉協議会  

 

天白区社会福祉協議会 

マスコットキャラクター 

“てんてん” 

いろいろなことを敏感にとらえるアンテナ 

アンテナと髪型は「てん」の文字を意識している。

「ぱく」をどう表現するかが小さな悩みらしい。 

必要に応じて、 

手を伸ばすことができる。 

点の模様は白色。 

天白区社協窓口のように 

いつも開かれているはね。 



 第５次天白区地域福祉活動計画の概要

（１）ちょっとした困りごとを住民同士で解決する相談窓口を増やす
　地域に身近な相談窓口を増やし、住民相談員を配置することにより「ちょっとした生活の困りごと」
を地域の中で解決する仕組みづくりを進めます。

（２）学区における生活支援活動の充実
　ニーズの掘り起こし方法や、担い手の確保と関係強化など、学区における相談窓口の機能を充実
し生活支援活動を推進します。

（３）多様な人々の存在に気づき、考える機会づくり
　ボッチャを通して、障がい者等の「多様な当事者と交流・出会い」をテーマに他者を受け入れ「とも
に生きる」ための風土づくりを進めます。

（４）ともに生きるための社会的障壁（バリア）をなくそう
　配慮を必要としている住民が、社会参加や日常生活を送る上で障壁（バリア）となることについて、
「理解者を増やす啓発活動」や「気づきを促す調査活動」を通じて福祉環境を整えていきます。

（５）ボランティア活動のきっかけづくり
　ボランティア活動に関わる情報収集・発信に加え、イベントに参加してのボランティア相談を行い、
活動に関わってもらえるきっかけづくりに取り組むとともに、活動先の相談支援も併せて行います。

（６）情報弱者へ情報を届ける仕組みづくり
  ＩＣＴを活用するメリットを活かしつつ、そこからこぼれ落ちる情報弱者へ必要な福祉情報をどう届け
るかについて、試行的に支援策に取り組み評価することで、有効な仕組みづくりを検討します。

（７）多様な支援機関による協議の場づくり
  複合的な福祉課題を抱えている世帯を支援するため、多様な相談支援機関が個別世帯の支援方
法や地域課題などについて協議できる場をつくります。

（８）社会参加に向けたファーストステップ
  複合的な課題を抱えた住民にとっての社会参加に向けての第１歩となるよう、「つながれる、つなが
りたくなる、つながりなおせる」場や機会の創出について検討し取り組みます。

【基本目標】 【実施項目】【基本計画】

　　　　　　　～　人と人との『つながり』で育てるセーフティネット　～
　第５次計画は、多様で複合的な生活課題を抱えた区民や世帯に対して、その生きづらさや
生活課題の深刻度に応じて、地域に関わる様々な住民・団体と支援機関の専門職が連携・
協働し困りごとを抱えた人たちを受け止め、支えあえる仕組みづくりを目指します。「地域の
中の人と人のつながり」、「地域住民と専門職のつながり」、「専門職同士のつながり」この
『３つのつながり』をより強くすることで、地域の中にセーフティネットを育てていきます。

 基本理念：　住みつづけたいまち天白をめざして
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情報弱者へ情報を届ける仕組み
づくり3

複合的な生活課題を抱えた住民
に対する多様な支援機関の連携
強化と社会参加の促進

学区における、ちょっとした生
活の困りごとを住民同士で解決
する仕組みの拡充

1

人々の多様性を尊重し、思いや
りの行動がとれる地域・人づく
り

2



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

社会福祉法人 名古屋市天白区社会福祉協議会 
〒468-0015 名古屋市天白区原一丁目３０１番地 原ターミナルビル３階 
ＴＥＬ 052-809-5550  ＦＡＸ 052-809-5551 
Web サイト http://www.tenpaku-shakyo.com 

第５次天白区地域福祉活動計画てんてんプラン 2024【概要版】（令和６年３月発行） 

    ＊「てんてんプラン」は、第１次から第４次までの地域福祉活動計画から引継いだ名称です。 

 

深刻な状況  複合的な課題 

多様な支援機関の伴走支援 
支援機関同士の連携強化 

第５次地域福祉活動計画推進イメージ 

住民で助けあう仕組み 
必要な情報を届ける 
社会参加への支援 

地 
域 

支
援
機
関 

生活課題を抱えた方 

多様性の尊重、他者への理解や思いやり 

計画の推進体制と進行管理 
第５次計画の策定作業委員を中心とした「第５次天白区地域福祉活動計画推進委員会」

を設置し、計画事業の進捗状況の確認、事業内容の点検、振り返りを行い、課題がある場

合には計画の見直しを図ります。また計画の最終年度（令和１０年度）に、第５次計画全

体の成果を評価したうえで、第６次計画策定へとつなげていきます。 
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